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虚血性疾患 疾患を認識して 疾患の回復を認識して 分解・吸収
FGF-2の徐放を開始 FGF之の徐放を停止
Point 1・ 1 Point 2: 1 Poinf 3: 




































る こ とで• y -PGAにスルホン基(強酸)を導入
した1310 タウリンの導入は，赤外吸収スペク トル









を調べるため， リン酸緩衝生理食塩水 (PBS.pH 
=7.4)中のゼータ電位を測定した (図2a)。スル
ホン基の割合に従いゼータ電位は減少し，スル
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図3 マウス L929繊維芽細胞の増殖試験による r-PGA-SとFGF-2のコンプレックス形成評価(a)と
他のヘパリノイドとの比較(b)
スルホン基を有する y-PGA-S (y -PGA-S72) 
の 1mg/mLのPBS溶液に FGF-2を添加した結
果， FGF-2の濃度の増加に従いゼータ電位は増






















































































































































































酸緩衝液 (pH= 7.4)に溶解させ， 800Cで加熱す
ることで加水元切手の加速試験を行い，所定時間後
の分子量をゲル液過クロマトグラフイ ー (GPC)
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